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【令和２年度地域防災訓練モデル区訓練成果（要約）】



Ⅰ訓練参加関係機関の紹介
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Ⅱ避難所運営訓練の概要
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０８ ０９ １０ １１

業務全般

市長・副市長視察

自
主
防
災
会

中畑東区・

茱萸沢上区

自主防災会

区 民

施
設
管
理
者

玉穂小学校

行

政

避難所

派遣職員

玉穂支部
（支部派遣職員）

消防団

危機管理課

研修会

令和２年度地域防災訓練モデル地区訓練時程

08:05
地震
発生

②避難所開設・運営訓練（09:30～11:20）①初動行動 08:05～09:30

②避難所開設・運営訓練（10:00～11:20）

9：30～09：45
【前 段】
●訓練開始式
●訓練の概要
（危機管理監）

★訓練の特性
●２区合同による
避難所運営

●コロナ禍におけ
る避難所運営

10：00～11：20
【後 段】
避難所開設・運営訓練
【役 員】HUG実動訓練

●避難者の受入手順の確認
●様々な事案への対応
（避難者からの要望受け、
物資受入、生活ルールの徹底 等）

【区 民（避難者役）】避難所体験
●避難所受付～占有スペース等の体験
●資機材取扱い

①初動行動

【自主防災会】
●組・班の集合場所で安否確認
●区内における被害情報の収集
●支部への被害情報伝達
●避難所開設
●避難所への避難行動

【施設管理者】
●情報伝達
●施設の安全点検
●避難所開設支援

【行 政】
●地区内の被害情報
の収集

●避難所開設
③支部運営訓練（09:00～11:00）

【前段】第１回支部対策会議
●情報の共有
●支部長指示

【後段】避難所との連携
●避難所からの要望受け ●物資の受け渡し
●避難所への伝達 ●避難者情報の収集 等

08:05～09:30

各種訓練の支援・統制

時 間

③支部運営訓練（09:00～11:00）

①全般説明（08:45-09:20）②訓練開始式（09:30-09:45）③訓練研修（10:00-11:20）

避難所開設・運営訓練支援（09:30～11:20）初動行動

閉
会
式
（
区
長
校
長
挨
拶
・
部
長
所
見
・
市
長
講
評
）

★09;50～
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中畑東区・茱萸沢上区 避難要領

（中畑東区） （茱萸沢上区）

中畑東区にお住まいの方

①集合場所 ・各組各班集合場所

②１次避難所 ・中畑東地区コミセン

③市指定広域避難所 ・玉穂小学校

④救護所 ・玉穂支所

茱萸沢上区にお住まいの方

①集合場所 ・各組各班集合場所

②１次避難所 ・茱萸沢上地区コミセン

③市指定広域避難所
・玉穂小学校
・御殿場農協本店

④救護所 ・玉穂支所

０８：０５

地震発生
①八西北中、原中

④原北１２３

③原下２

⑦中央北

⑥原下１３

②八南

⑨中央南

⑩第２団地

⑪中央西

⑤原新中

各区内組・班
安否確認、被害状況の

把握・報告

一次避難所
（中畑東地区コミセン）

一次避難所
（茱萸沢上地区コミセン）

市指定広域避難所
（玉穂小学校）

①山口

⑧中央東

②権現堂

⑧こも池

④グリーン

③中尾西

⑩エンブル

⑨新町

⑥中尾下

⑤中尾上

⑪中村

⑦元木原
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御殿場高校

御殿場小学校南中学校

御殿場南高校

御殿場
支 部

ＹＭＣＡ東山荘

東小学校

二の岡コミセン

愛郷報徳会館

鮎沢公民館

御殿場南小学校

御殿場市
災害対策本部

本部室付班

本部避難所
支援班

原
里

派
遣
Ｇ
Ｐ

(3人)

玉
穂

派
遣
Ｇ
Ｐ
(3人)

印
野

派
遣
Ｇ
Ｐ
(2人)

高
根

派
遣
Ｇ
Ｐ

(3人)

高 根
支 部

玉 穂
支 部

富士岡
支 部

原 里
支 部

印 野
支 部

竈幼稚園

富士岡小学校

富士岡中学校神山小学校

駒門地区児童
厚生体育施設

原里小学校

原里中学校

森之腰幼稚園

原里西幼稚園

朝日小学校

印野小学校

高根小学校

高根第２保育園

御殿場農協本店

玉穂第１保育園

玉穂小学校

③

④
⑤

⑥

富
士
岡

派
遣
Ｇ
Ｐ

(5人)

②

管理全般

：指示・報告
：支援
：連携

管理全般

管理全般

管理全般

管理全般

管理全般

御殿場市指定避難所（２７ヶ所）
中畑西コミセ

ン

御
殿
場

派
遣
Ｇ
Ｐ
(7人)

①
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玉穂小学校避難所関係組織連絡網

市災害対策本部

避難所支援班

玉穂支部

・支部派遣職員
・避難所派職員

中畑東区

中畑東区
コミュニティ供用施設

玉穂小学校

市指定避難所

１次避難所人員超過

市指定避難所
開設要望

市指定避難所
開設要望

茱萸沢上区

茱萸沢上区
コミュニティ供用施設

１次避難所 人員超過
御殿場農協

市指定避難所

開設の要否

了 承

開設指示

伝 達

伝 達

管 理

要 望

住民避難

住民避難

職員派遣

避難所の運営

1 避難者の受入

2 避難者からの要望受け

3 生活ルールの徹底

4 物資の受入

5 支部との連携 等

運営本部

本部長

副本部長

総務班

被災者管理班

要支援者班

・・・

茱萸沢下区

中畑南区

中畑北区

住民避難

玉穂第１保育園
市指定避難所

住民避難

今回の訓練

①災害関連死の絶無
②コロナ感染者の絶無
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玉穂小学校避難所 全般図
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車中泊避難者
（駐車場）

ゴミ集積所
（体育館南側駐車場）

ペット飼育場所
（体育館南側駐車場）

炊き出し場所
（体育館南側駐車場）
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P
C

ベ
ッ
ド

運営本部

救護室

情報班

施設管理班

ボランティア班

受 付

要配慮者班

要配慮者
相談窓口 総合相談窓口

保健・衛生班

＋

玉穂小避難所本部配置図

総務班

総務班 避難者情報班

避難者
情報班
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御殿場市
（支所・派遣職員）

自主防災組織
（避難所利用者）

設置者 運営者

施設管理者

学校等

・避難所の開設：設置者である市が、施設管理者である学校等の協力を得て行う。
・避難所の運営：自主防災会（立上げ組織） → 避難者自身による運営組織へ移行

・行政職員や施設職員は、避難所運営の協力者として携わり、運営者が依存し
過ぎることがないように心がける。→   避難所のニーズの把握が重要

避難所の開設・運営の主体

※ 建築物応急危険度判定担当者との連携

・施設管理者と協力して
避難所の開設、閉鎖
・支部、避難所支援班との連携

・避難所の立ち上げを主導
⇒ 組織の編成・役割分担

・避難所、地域住民への情報伝達
・避難所外避難者（在宅避難者）
の把握
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自
主
防
災
組
織
等
に
よ
る
避
難
所
支
援

利用者主体による避難所運営組織の編成

警備班
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◇ 避難所運営本部の設置
・自主防災組織中心の避難所運営が基本
・行政職員や施設職員に依存し過ぎない。
・ボランティアの力を最大限活用する。

◇ 各班での活動（役割分担）

①総務班
運営本部会議の事務局、運営・記録、生活ルールの作成
取材対応、市本部・地域との連携、他班への応援

②避難者情報班 受付・案内、名簿管理、問い合わせ対応

③情報班 情報収集、情報伝達、情報発信

④食料・物資班
食料・物資の調達、炊き出し、食料・物資の受入
物資の管理・配給

⑤施設管理班 安心・安全な避難所作り、防火・防犯

⑥保健・衛生班
トイレ、衛生管理、傷病者への支援、生活用水の確保
ペット、ごみ、掃除、風呂

⑦要配慮者班
要配慮者スペースの確保、相談窓口の設置
要配慮者の状況・ニーズ把握、福祉避難所への移送

⑧ボランティア班 ボランティアニーズの把握、派遣要請、受入

⑨警備班 訓練時の安全確保（車両事故防止、歩行者・車両の誘導）

避難所運営上必要な事項
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令和２年度　地域防災訓練モデル区訓練　組織図

避難所運営本部役割（玉穂小学校） 副班長 防災ﾘｰﾀﾞｰ 班員 江藤雅之顧問 小野田 早苗

避難所代表者（中畑東区自主防災会） 茱萸沢上区 芹澤 和弘 茱萸沢上区 勝又 静雄 藤原 節夫

班長 防災リーダー 班員 長田　薫 横山　行雄 橋口　武訓

中畑東区 高橋　千浩 中畑東区 鈴木　雄誠 桑原　和子 岩田　守弘

本部長  区 長 副本部長  副区長 防災部長  防災部長

茱萸沢上区  芹澤 健一郎   田代 光治   佐藤 晴一 副班長 防災ﾘｰﾀﾞｰ 班員 芹澤 君芳

茱萸沢上区  田代 義浩 茱萸沢上区 広石 良太郎

（代表者） 班長 防災リーダー 班員 勝又　康雄 武藤　俊一

本部長 区 長 副本部長 副区長 防災部長 防災部長 中畑東区 福島　誠 中畑東区 萱沼　泉

中畑東区 佐藤　幸久 三浦　清志 勝又　寿則

福島　重男 副班長 防災士 班員 芹澤 栄 土屋 正信

茱萸沢上区 芹澤 民雄 茱萸沢上区 勝又 正光 瀧 道成

班長 防災リーダー 班員 古谷　てる代 大木　充男

中畑東区 勝又　卓也 中畑東区 佐藤　裕之

副班長 防災ﾘｰﾀﾞｰ 班員 小林婦人会支部長 石塚 聡

茱萸沢上区 芹澤 やよい 茱萸沢上区 芹澤 真理子

班長 防災　組長 班員 山本　守人 今福　良子

中畑東区 勝又　斌 中畑東区 関　結香

連携 派遣 副班長 防災士 班員 瀧田 萌

茱萸沢上区 芹澤 輝男 茱萸沢上区 瀨口 健彦

班長 防災　組長 班員 勝又　識善 橋本　清美

中畑東区 高橋　悦郎 中畑東区 志村　修一

副班長 防災士 班員 市川 栄喜 江藤 敏雄

茱萸沢上区 西方 重雄 茱萸沢上区 築山 秀隆 久保田　智明

班長 防災　組長 班員 磯田　かつ代 小杉　京子

中畑東区 湯山　直美 中畑東区 木ノ内　春雄

班長 防災ﾘｰﾀﾞｰ 班員 野月 重貴

茱萸沢上区 西方 なみ子 茱萸沢上区 増田 俊明

副班長 防災　組長 班員 香川　優司 中西　高徳

中畑東区 橋岡　忠春 中畑東区 佐保　文子

班長 防災士

茱萸沢上区 田代　伸朗

副班長 防災　組長

中畑東区 保川　高司

班長 火防隊 班員 稲越 勇人

茱萸沢上区 江藤分隊長 茱萸沢上区 岩井 正幸

副班長 火防隊長 班員 大胡田　和則 日置　シンタロウ

中畑東区 土屋　昌敬 勝又　秀人 内田　憲治

土屋　ユウヤ 勝又　マコト

中畑東区

施設管理者

玉穂小学校

玉穂地区避難所派遣職員

茱萸沢上区 茱萸沢上区

 ⑨ 警備班  訓練参加者の安全確保、車両誘導　等
中畑東区

令和2年11月08日時点

　④食料・物資班

　⑤施設管理班

　⑥保健・衛生班

　⑧ボランティア班

　⑨警備班

　⑦要配慮者班

　①総務班

　②避難者情報班

　③情報班

玉
穂
小
学
校
（

市
指
定
避
難
所
）

災害対策本部
玉穂支部（玉穂支所）

中畑東区

 ① 総務班

 ② 避難者情報班

 ③ 情報班

 避難所運営・記録、取材対応、市本部・地域との連携

 受付、避難所利用者名簿、問い合わせへの対応

 情報収集、伝達、発信

 ④ 食料・物資班

 ⑤ 施設管理班

 ⑥ 保健・衛生班

 ⑦ 要配慮者班

 ⑧ ボランティア班

 食料・物資の調達、受入、管理、配給、炊き出し

 安心・安全な避難所つくり、防火・防犯

 トイレ、衛生管理、傷病者への支援、ペット、ごみ

 要配慮者支援

 ボランティア調整、受入・管理
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P
C

ベ
ッ
ド

運営本部

救護室

情報班

施設管理班

ボランティア班

受 付

要配慮者班

要配慮者
相談窓口 総合相談窓口

保健・衛生班

＋

玉穂小避難所本部配置図

総務班

食料・物資班 避難者情報班

避難者
情報班
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避難所生活から生活再建まで
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付与情報一覧表
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10:00                10:15                10:30                10:45             11:00            
11:15

業務全般

避
難
所
運
営
組
織

本部長

副本部長

防災部長

①総務班

②避難者情報班

③情報班

④食料・物資班

⑤施設管理班

⑥保健・衛生班

⑥要配慮者班

⑦ボランティア班

⑧警備班

避難所開設・運営訓練時程詳細

時 間

②避難所開設・運営訓練（09:30～11:20）

③支部運営訓練（09:00～11:00）

受付・割振り・案内・ルール説明

救護室の設置及び応急救護

トイレ等使用禁止場所の立入禁止表示

器材及び物資の受領・配分・取扱操作

簡易トイレの設置

ボランティアニーズの把握・調整

情報掲示板の設置・情報の掲示

生活ルールの作成 取材対応

仮設トイレの設置

安否確認

窓口相談・福祉避難所への依頼

避難所内外の巡回による火災予防・盗難防止

08:50 訓練参加者の安全確保・車両の誘導等 12:00

要配慮者の受入れ支援

ペットスペースの確保・飼育ルールの設定

特設公衆電話の設置等

全般統制・指導

避難所の立上げ・運営指導

避難所運営組織の編成・運営指導補佐

ボランティア要請

感染症予防等衛生管理
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Ⅲ避難所運営訓練の成果
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令和２年度御殿場市地域防災訓練モデル区（中畑東区・茱萸沢上区）訓練成果報告

目 的
東日本大震災や熊本地震を教訓とし、突発地震を想定した情報収集から避難所の開設・運営訓練を実施することにより、災害

発生から避難所を開設し、軌道に乗せるまでの行動を学ぶとともに、防災資機材の使用等実践的な訓練で地域の防災体制の確立
と防災意識の高揚を図る。この際、新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた避難所の開設・運営を行う。

日 時 令和２年１１月２９日（日）０８：０５～１１：３０

訓 練

成 果

４ 参加者数：２１３名（視察者数：８７名）
５ 訓練成果：
地震発生直後の対応や組・班ごとの情報収集等を行

うことで、被害報告や要請の手順など情報の流れを再
確認できた。
初めての試みとなる実動版ＨＵＧは、コロナ禍にお

ける避難者の受入のイメージアップができた。また、
避難所で起こり得る様々な事案への対応を実動で行う
ことで、組織や役割分担の重要性を再認識できた。
関係機関との連携として、消防団や協定締結事業所

などが実際の役割で訓練へ参加していただいたことに
よりの連携強化につながった。
さらに市内の自主防災組織の代表者や避難所施設管

理者等の多くの方に研修として参加していただいたこ
とで、今後、全市的に波及することが期待される。

場 所 玉穂小学校（中畑 番地）

参加機関

御殿場市、中畑東区自主防災会、茱萸沢上区自主防災会、

御殿場警察署、陸上自衛隊第３４普通科連隊、静岡県建築

士会御殿場地区、ボランティア連絡協議会、社会福祉協議

会、玉穂小学校、御殿場市消防団、西日本電信電話㈱、㈱

ケンユー、ミドリ安全沼津㈱

訓 練

内 容

【前 段】
１ 情報伝達、避難行動
・身の安全を確保し、集合場所にて安否確認
・組長・班長による安否確認後、区長への情報伝達
・区長から支部への玉穂小学校避難所開設要請
・集合場所から玉穂小学校への避難

【後 段】
２ 避難所の概要説明
市指定避難所に関しての説明
・コロナ禍における避難所
・本訓練の概要

３ 避難所運営訓練（実動版ＨＵＧ）
（１）役 員
HUG実動訓練
①避難者受け入れ手順確認（コロナ対応版）
②様々な事案への対応
避難者からの要望受け、物資の受入、保健師巡回 等

（２）区 民
避難所体験
①避難所受付～占有スペース等の体験
②資機材取扱い（エアーマット、間仕切り 等）

状 況

写 真
支援物資配布

避難所運営本部

要配慮者スペース

事前受付（検温、健康チェック）
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令和２年度地域防災モデル区訓練
（コロナ影響下における避難所運営訓練）
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令和２年度地域防災訓練モデル区訓練新聞報道

24


